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２．研究業績要旨（1,000字以内） 

 候補者は、消化管内の栄養素や食品成分のユニークな挙動に着目して、それらの疾病

予防作用について研究を行ってきた。その中で特に、以下に示すレジスタントプロテイ

ンの研究、及びビタミン B6の大腸がん発現抑制作用の発見は新たな研究領域の端緒とな

った。 

 そばタンパク質が他の植物性タンパク質よりも遥かに強力なコレステロール低下作用

を示すことを見出した。その機構解析の過程で、そばタンパク質の消化抵抗性がその作

用の鍵となっていることを示し、「レジスタントプロテイン」という概念を世界に先駆け

て導入した（1997 年）。消化が低いことが健康にプラスになるという新しい考え方であ

る。この着想をもとに、そばタンパク質の大腸がん発現抑制作用、乳がん発現抑制作用、

肥満抑制作用、コレステロール胆石形成抑制作用などを見出し、いずれも大豆タンパク

質を大きく上回る作用であった。この概念を発展させるため高純度に精製した絹タンパ

ク質セリシンをレジスタントプロテインのモデルとして研究を行ったところ、極めて強

力な大腸がん抑制作用やインシュリン抵抗性改善作用、アディポネクチン増加作用、血

中脂質低下作用、便秘改善作用、腸内発酵促進作用、腸管免疫改善作用など数多くの有

用作用が見出された。 

 2001 年に候補者は、ビタミン B6 のマウス大腸がん発現抑制作用を世界に先駆けて見

出した。この発見をもとに、我国を含む世界各国で数多くの疫学的研究が行われ、今日、

このビタミンが大腸がんの代表的予防因子であるとされている。ビタミン B6の抗腫瘍作

用の機構として、細胞増殖や炎症、酸化ストレス、血管新生などの抑制機構を示唆した。

これらの抑制機構の共通の分子基盤として抗腫瘍の分子標的である PPARγの活性化が関

与することも提示した。ビタミン B6の抗腫瘍作用は、特に大腸で顕著に見られる。その

理由として、消化管のビタミン B6 濃度が食餌ビタミン B6 量に強く依存するためである

ことを示した。 

 ビタミン B6 は大腸の腸内細菌によって生合成され、体内のビタミン B6 栄養に一部寄

与している。候補者は、セリシンや難消化性オリゴ糖の摂取が腸内細菌によるビタミン

B6 産生を亢進させて、大腸のビタミン B6 栄養の改善と疾病予防に寄与することを明ら

かにした。 
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